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1.21℃/100年

2

迫りくる気候変動の影響（⽇本）

気象庁ウェブサイト（http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html）

統計開始（1891年）以降
最も暑かった年TOP6
① 2016年（+0.88℃）
② 1990年（+0.78℃）
③ 2004年（+0.77℃）
④ 1998年（+0.75℃）
⑤ 2015年（+0.69℃）
⑥ 2018年（+0.68℃）

TOP6はすべて1990年以降
うち4つは今世紀



福島県の平均気温の変化（1890-2017年）

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/）

100年あたり1.5℃上昇
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⽇本の⽬標：2030年度に2013年度⽐-26.0%（2005年度⽐-25.4%）

国環研ウェブサイト（https://www.nies.go.jp/event/cop/cop21/20151212.html）



5UN Environment (2018): Emissions Gap Report 2018



福島県の将来の平均気温（予測値）

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/） 6



福島県の将来の年降⽔量（予測値）

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/） 7



積雪の減少
豪⾬による
⼟砂崩れ、洪⽔などの増加

ダムや河川⽔の温度上昇
⽣態系の変化

ブナ林の減少
植⽣、動植物の変化

リンゴの⽇焼け

ブドウの
着⾊不良

稲の⾼温障害

病害⾍増加による
農作物品質低下

開花や紅葉の時期
（⽣物季節）の変化

感染症の危険性

集中豪⾬等による
都市型洪⽔の増加
交通・流通⿇痺

熱中症の増加
⼤気汚染増⼤

海⾯上昇による砂浜消失

海⽔温上昇による
⽣態系への影響

サンゴの北上

洪⽔

沿岸漁業への影響

⽜乳、卵の⽣産量低下

気候変動によるさまざまな影響

⽔温上昇などによ
るアオコ発⽣に伴
う⽔道⽔質の悪化
等が懸念されてい
ます。

湖沼の⽔環境への影響

サンゴ・ウミガメへの影響

海⽔温上昇に伴うサンゴの⾷害（オニヒトデ
等）や、砂の温度上昇による孵化率の低下が
起きています。

シロザケ等の漁獲量への影響
サケの回帰率の低
下の⼀因として、
⾼⽔温による放流
稚⿂の減耗が考え
られています。

観光業（お祭り・イベント）への影響
（例：さっぽろ雪まつり）

積雪量の変化などの極端な
気象現象が各地域の観光業や
経済に影響を与える恐れが
あります。

感染症媒介動物への影響
気温上昇などにより、感染
症を媒媒する節⾜動物（蚊、
ダニなど）の分布域が変化
しています。

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/） 8



• 1950年代には栃⽊県が北限
• 2000年代には東北北部に

まで分布拡⼤

出典︓環境省 ⽂部科学省 農林⽔産省 国⼟交通省 気象庁
「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018〜⽇本の気候変動とその影響〜」

ヒトスジシマカ︓デング熱等を媒介する蚊
出典︓国⽴感染症研究所

気候変動の影響：感染症媒介蚊の分布の北上
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気候変動の影響：猛暑と渇⽔による稲の障害

2018. 8. 26 河北新報オンライン 10



58観測地点

51観測地点

そめいよしの
えぞやまざくら
ひかんざくら

いろはかえで、やまもみじ、
おおもみじ（紅葉）
いたやかえで（黄葉）

桜

かえで

気候変動の影響：⽣物季節への影響
• 桜の開花の早まり

10年で1.0⽇早まる

• かえでの紅（⻩）葉の遅れ
10年で2.8⽇遅くなる

右図：気象庁「気候変動監視レポート2017」を基に改編 11



省エネ・省エネ家電の普及
エコカーの普及
太陽光・⾵⼒エネルギーの活⽤

帽⼦の使⽤（熱中症予防）
⾍刺され対策（感染症予防）

農作物の品種開発や栽培（⾼温対策）
節⽔・⾬⽔利⽤などの⼯夫（⽔不⾜対策）

堤防のかさ上げ（防災対策）

気候変動に対する２つの対策

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/） 12



適応策の例：
デング熱等への対策

出典：国⽴感染症研究所「デング熱・チクングニア熱等蚊媒介感染症の対応・対策の⼿引き 地⽅公共団体向け」平成29年4⽉28⽇改訂
厚⽣労働省「デング熱に関するQ&A」（2014年9⽉3⽇） http://www.med.or.jp/doctor/kansen/dengue/003282.html#004

本州以南の特に都市部に多くみられる（
温暖化等の影響で分布域が徐々に北上）
。越冬して⽣息できず、卵を介してデン
グウイルスが次世代の蚊に伝わる事も報
告されていない為、ウィルスへの感染は
限定された場所での⼀過性のものと考え
られている。

デング熱を発症させるウィルス。
近年では輸⼊症例（海外の流⾏地域で
感染し発症）が毎年200名前後報告。
国内感染事例は1例（2014年8⽉、東京
都内公園周辺）。

ヒトスジシマカによるデング熱の媒介

「ヒトスジシマカ対策ポスター」
（国⽴感染症研究所）

デングウイルス
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適応策の例：⾼温耐性⽶の開発

出典：平成29年度地球温暖化影響調査レポート（農林⽔産省）
図はレポートを元に気候変動適応センターにて作成

多くの県で⾼温耐性品種の導⼊等が⾏われており、
作付⾯積も増加傾向にある（ H29年産主⾷⽤作付⾯積
（全国）のうち⾼温耐性品種が占める割合は6.8％ ）。
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気候変動適応センターの役割

研究機関

⼤学

⼤学

研究機関

国⺠

Regional

研究教育機関との連携

政府

地⽅公共団体

住⺠企業 企業

国⽴環境研究所

地域気候変動
適応センター

情報提供

技術的⽀援
地域の機関
との連携
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気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）

気候変動適応情報プラットフォーム（ http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/） 16



A-PLAT：気候変動の影響への適応

気候変動適応情報プラットフォーム 個⼈の適応
http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/lets/people.html 17



A-PLAT：適応策データベース

⾃治体・機関・⺠間
事業者等による適応
策事例を分野毎に紹介
（2019.7.27現在

53件掲載）

気候変動適応情報プラットフォーム 適応策データベース
http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html 18



A-PLAT：全国都道府県情報（WebGIS）

気候変動適応情報プラットフォーム 全国・都道府県情報
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html 19



気候変動適応情報プラット
フォーム（A-PLAT）

A-PLAT：
気候変動の影響への適応

A-PLAT：
適応策データベース

A-PLAT：
全国都道府県情報（WebGIS）
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